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防災情報の発信と利活用推進
　こうして得られる地震・地殻変動・火山観測
の結果を実際の災害軽減に役立てるためには、
国の防災関係機関、地方自治体、ライフライン
企業、メディア、地域コミュニティー等に対し
て、必要な情報を迅速に発信する仕組みが必要
です。我々はそれらを実現する手段として、地
震火山防災情報ポータルサイトを作り、各種観
測データや推定結果、その解釈をタイムリーに
発信します。意識向上の手段としてフィリピン
に多いブロック組積造の住宅を対象とした簡易
耐震診断ツールも作成します。
　これらの情報が災害対策の現場で有効に活用
されるためには、受け手側に十分な予備知識が
そなわっている必要があります。我々はそのた
めに防災関係機関やコミュニティーを対象とし
た「地震火山情報利活用セミナー」を定期的に
実施します。これらの活動は先の監視能力強化
の３課題の成果の社会への出口であり、重要な
コンポーネントです。
おわりに
　日本やフィリピンのように自然災害の多い国
は自国での防災研究に力を入れるのはもちろん
ですが、同時に他国で発生する自然現象や災害
の事例から多くのことを学ぶ必要があります。
我々の研究課題は国際貢献を強く意識した防災
研究であると同時に、我が国のための防災研究
のもうひとつの形でもあります。地球規模課題
対応国際科学技術協力制度は、新しい制度なの
で予期せぬ障害も発生しますが、関係者が協力
して円滑な課題の推進に努めています。これか
ら5年間の国際共同研究で、フィリピンはもと
より我が国や他の国の防災にも貢献できる研究
成果を生み出すよう努力したいと考えています。
写真６　マヨン火山と土石流被災地
図３　地震火山防災情報ポータルサイトのイメージ
